
　平成 20 年 11 月
11 日から 11 日間、
(社 )日本食品衛生
協会主催の米国食
品衛生調査団に参加した。本調査団は、年１回欧州や米国の
食品衛生事情を視察しており、今年で 34回を数える。参加
者は、日本全国の食品メーカーの品質保証部門の担当者や食
品衛生協会、
登録検査機
関の技術者
など総勢21
名であった。
　今回の調
査目的は、
米国における F o o d -
D e f e n s e の体制及び
Dietary-supplement（栄
養補助食品）の現状調査、
大手チーズ製造工場のＨ
ＡＣＣＰ体制の視察、カ
リフォルニアワイン農場
におけるワイン製造施設
の見学である。私は、Ｈ
ＡＣＣＰをはじめとする
最先端の食品衛生管理手
法の実態や食品安全行政
を視察し、収集した情報を今後の業務に反映させるため、調
査団に参加した。
　2001 年９月に起こったアルカイダによるテロを契機に、
米国はFood-Safetyとは別に Food-Defenseに取り組んでい
る。「Food-Defense」とは、食品の意図的な汚染や品質劣化
への防御であり、「Food-Safety」とは意図的でない食品の汚

染等への防御を
意味する。政府
機関が収集した
情報によると、

今のところFood-Defenseについては差し迫った危険性はな
いが、危害を加えようとする動き（食品テロ）はあるとのこ
とである。しかし、視察したＵＳＤＡ（米国連邦農務省）、

ＦＤＡ（米
国食品医薬
品局）のプ
レゼンテー
ションの内
容から、食
品関係事業

者 に 対 し て F o o d -
Defenseに関する啓蒙活
動を行っているが、体制
の確立途上であることが
わかった。
　それでは、日本におけ
る Food-Defense はどう
だろうか。昨年１月に発
生した中国製冷凍ギョウ
ザによる農薬中毒事件を
はじめ、事故米の流通、
食品偽装など食の安全・

安心を失墜させるさまざまな事件が発生している。あらため
て、日本においても Food-Safety だけでなく Food-Defense
の強化の必要性を痛感した。それと共に、当会は登録検査機
関として輸入食品検査をはじめさまざまな食品検査を行って
おり、常に万全の体制を整えておく必要性も再認識した。（中・
下編に続く）

　
平
成
二
十
年
十
一
月
九
日
か
ら

七
日
間
の
日
程
で
、
中
国
四
川
省

環
境
保
護
技
術
協
力
団
派
遣
事
業

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
四
川
省
と
広
島
県
は
友
好
提
携

を
結
ん
で
お
り
、
環
境
分
野
で
も

二
十
年
近
い
交
流
関
係
に
あ
り
ま

す
。
県
は
今
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に
五
十
人
近
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研
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入
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染
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協
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取
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組
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。
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近
は
、
廃
棄
物
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を
中
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と
し
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環
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技
術
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を
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す
研
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、

当
会
も
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師
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を
行
っ
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い
ま

す
。

　
今
回
は
、
広
島
県
、
中
国
電
力

株
式
会
社
の
方
と
と
も
に
、
四
川

省
成
都
の
環
境
局
を
訪
ね
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
浄
水
場
や
水

処
理
施
設
、
最
終
処
分
場
等
を
訪

れ
、
日
本
の
環
境
保
全
技
術
の
紹

介
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
四
川
省
は
日
本
の
約
一
・
三
倍

の
面
積
と
、
九
千
万
近
い
人
口
を

有
し
、
長
江
（
揚
子
江
）
の
上
流

域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

地
形
特
性
と
大
気
汚
染
に

よ
る
曇
天
が
永
年
の
問
題

で
、
併
せ
て
、
長
江
の
水

質
汚
濁
が
下
流
域
へ
与
え

る
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
心
地
の
成
都
は
、
古

く
蜀
の
時
代
の
都
で
す
。

大
型
高
層
建
築
が
立
ち
並

び
、
国
土
の
広
さ
を
反
映

し
、
全
体
的
に
街
の
作
り

が
大
き
く
、
高
速
道
路
網

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
一
歩
路
地
に
入
る
と
、
昔

な
が
ら
の
住
宅
や
生
活
様
式
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
農
村
部

は
急
激
な
経
済
成
長
か
ら
、
取
り

残
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
経
済
優
先
の
風
潮
か
ら
、
環
境

問
題
に
目
を
向
け
な
か
っ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、

持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
て
取

り
組
み
が
強
化
さ
れ
、
企
業
の
水

処
理
施
設
の
設
置
や
排
ガ
ス
対
策

も
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。
た
だ
、
ご
み
の
分
別
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
最

終
処
分
場
の
負
荷
が
高
く
、
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
問
題
と
な
り
そ
う

で
す
。

　
日
本
の
環
境
対
策
技
術
は
、
多

大
な
被
害
の
上
で
飛
躍
的
な
発
達

を
遂
げ
ま
し
た
。
中
国
に
は
被
害

拡
大
の
前
に
、
対
策
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
環
境
問
題
は
、

今
や
一
国
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
も
不
可
分
な

関
係
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
状
況
を
見
聞
し
、
技
術
交
流

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
意
義
深
く
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
二
十
年
五
月
十
二

日
に
発
生
し
た
四
川
大
地
震
の
爪

痕
が
随
所
に
見
ら
れ
、
ア
ス
ベ
ス

ト
を
含
む
建
設
廃
材
の
大
量
発
生
、

水
質
汚
濁
に
加
え
、
希
少
生
物
の

生
息
場
所
の
損
傷
も
著
し
く
、
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
町
全
域

が
壊
滅
し
た
地
域
も
多
く
、
国
を

あ
げ
て
の
支
援
体
制
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
環
境
保
全
対
策

へ
の
取
り
組
み
も
、
地
震
か
ら
の

復
興
も
、
き
っ
と
成
し
遂
げ
ら
れ

る
、
中
国
は
そ
ん
な
予
感
を
感
じ

さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
国

で
し
た
。

　
今
後
と
も
、
四
川
省
と
広
島
県

が
、
環
境
改
善
の
た
め
に
と
も
に

手
を
携
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。


